
 

 

 

 

 １０月２８日（水）を基準日として実施した「山口県学力定着状況確認問題」の結果をお知らせ

します。詳細については、山口県教育庁義務教育課のホームページに掲載している「平成２７年度

山口県学力定着状況確認問題結果について」をご覧ください。 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主な成果 主な課題（■は問題形式による課題） 

小 

学 

校 

国 

語 

○学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく

読むこと 

○書いた文章を読み返し、表現の工夫を捉えること 

●場面の移り変わりについて注意して読むこと 

●登場人物の気持ちの変化を捉えること 

■自分の考えを具体的に書くこと 

算 

数 

○加減乗除の計算をすること 

○数の仕組みや整理の方法、図形の基本的な内容を

理解すること 

●小数、分数、四捨五入、百分率について理解すること 

●図形や式の意味を読み取ることや数量の関係を式に表すこと 

■情報を整理し、理由や根拠、方法を説明すること 

中 

学 

校 

国 

語 

○文脈に即して漢字を正しく読むこと 

○言葉の特徴やきまりについて理解すること 

●古語の文脈上の意味や古典の内容を捉えること 

●説明的文章を読んで必要な情報を読み取ったり、事実と意見

を読み分けたりすること 

■自分の考えを理由や根拠を明確にして書くこと 

数 

学 

○数を読み取ることや、計算すること 

○関数関係を見いだし、表現すること 

●割合を理解することや活用すること 

●基本的な図形の計量をすること 

■日常的な事象を数学的に解釈すること 

 

わかる喜び できる楽しさ 学び続けるやまぐちっ子 ～ 高めよう授業力 育てよう学習力 
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① 教科の結果  

② 質問紙の結果  
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普段の授業では、はじめに授業の目標が示されていると思いますか。

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

39.3

23.3

54.4

47.1

41.8

44.2

34.3

38.0 

15.6

26.2

9.4

11.8

3.3

6.3

1.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中２（H27）

中２（H26）

小５（H27）

小５（H26）

普段の授業では、最後に振り返る活動をよく行っていると思いますか。

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

「授業の目標を示すこと」と、

「授業の振り返り」については、

どちらも肯定的な回答をした児

童生徒の割合が、調査を実施した

小学３年から中学２年までの全

学年で昨年度より増えています。 

今年度の全国学力・学習状況調

査の結果では、これらを実施した

とする学校の意識に比べ、児童生

徒の意識が低いことが課題とな

っていましたが、児童生徒が意識

できるような形で、各学校の授業

改善が進んでいることが分かり

ます。 

  

山口県学力定着状況確認問題結果 検索検索してください。 

 



63.1

53.6

42.5 40.0 

0

20

40

60

80

1 2 3 4

正
答
率
（
％
）

小５ 国語

61.6

54.1

45.3
40.5 

0

20

40

60

80

1 2 3 4

正
答
率
（
％
）

小５ 算数

63.3 60.8

51.5

35.9 

0

20

40

60

80

1 2 3 4

正
答
率
（
％
）

中２ 国語

57.2 54.9
47.9

31.5 

0

20

40

60

80

1 2 3 4

正
答
率
（
％
）

中２ 数学

　平成２７年度　学力定着状況確認問題　参考資料

　中学校第２学年　数学

出題の趣旨

「

知
識
」

「

活
用
」

県全体
正答率

過去の関連する調査問題等
やまぐち学習支援プログラム
「やまぐちっ子学習プリント」

2 (3) 7) 数量の関係を文字式に表すことができる ○ 7.7
Ｈ27年小学校全国Ｂ２（２）
Ｈ27年全国Ａ２（２）

3 (3) 10)
着目する必要がある数量を見いだし，その数量に着
目し連立二元一次方程式をつくることができる

○ 54.5

Ｈ25年全国Ａ３（３）
Ｈ25年県中２　３（２）
Ｈ26年全国Ａ３（３）
Ｈ27年全国Ａ３（３）

２年連立方程式の利用３

4 (1) 11)
図形の回転移動について，移動前と移動後の２つの
図形の辺や角の対応を読み取ることができる

○ 63.2
Ｈ25年全国Ａ４（３）
Ｈ26年全国Ａ４（３）

小６年対称な図形２
１年平面図形４

4 (2) 12)
角の二等分線の作図方法を図形の対称性に着目して
見直すことができる

○ 56.6 Ｈ25年全国Ａ４（２）
小６年対称な図形１
１年平面図形２

5 (1) 13)
空間における直線と平面の位置関係について理解し
ている

○ 61.5 Ｈ27年全国Ａ５（１） 小４年直方体と立方体２・３

5 (2) 14)
底面が合同で高さが等しい円錐と円柱の体積の関係
について理解している

○ 48.3 Ｈ26年全国Ａ５（４） １年空間図形３
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普段の授業では、はじめに授業の目標が示されていると思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

家で自分で計画を立てて勉強をしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ クロス集計の結果  

１ 当てはまる  ２ どちらかといえば、当てはまる  ３ どちらかといえば、当てはまらない  ４ 当てはまらない 

１ 当てはまる  ２ どちらかといえば、当てはまる  ３ どちらかといえば、当てはまらない  ４ 当てはまらない 

授業の目標が示されていると思う児童生徒ほど、正答率が高くなっています。授業の目標

を示して、児童生徒に学習の見通しをもたせることが学力向上につながることが分かります。 

家で自分で計画を立てて勉強している児童生徒ほど、正答率が高くなっています。自分で

計画を立てて家庭学習に取り組むことができるような指導の大切さが分かります。 

④ 参考資料の活用 

 正答率の低かっ

た問題については、

授業や補充学習等

で、「過去の関連す

る調査問題等」や

「やまぐちっ子学

習プリント」を活用

して、学習内容の定

着を図ることが大

切です。 
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